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１．はじめに 

東日本大震災の被災地では，語り部による震災伝承

が盛んに行われている．語り部による震災伝承は，効果

的である一方で問題点も指摘されている．所要時間が

長い，語り手から聞き手への一方向コミュニケーショ

ンに留まってしまうといったことが挙げられている 1）． 

著者らは，上記の課題を解決するため，短時間でより効

果的な学習をすることを意図した震災学習プログラム

「ツナミリアル」を設計・提案している 1）． 

「ツナミリアル」は全行程が 30分程度で完了する短

時間学習であることが最大の特徴である．プログラム

は 1）導入，2）語りを聞く，3）ふりかえりの 3パート

に分かれる．1）では，参加者はこれから語られる内容

について，同じ立場（状況）であったときにどんな危機

や決断に迫られるかを想像してワークシートに記入す

る．2）では 10分程度の語りを聴く．語りは話し手の体

験をもとにしたものであり，語り内容はエピソードと

教訓が対応した構成になっている．また，語りの際には

語り部が著者らと共同で作成したスライドを用いる．

このとき，参加者は語りを聞いて「意外だったこと」を

ワークシートに箇条書きで列挙する．3）ふりかえりで

は，参加者は語りを聴いて「すぐに行動したいと思った

こと」を記入する．このように参加者がただ語りを聴く

だけの受け身にならないように，ワークシートを記入

する形式を取り入れている． 

本研究では「ツナミリアル」が通常語り部講話と比較

して学習効果にどのような差があるのかを明らかにす

るため，実験的研究によって評価を行う． 
２．研究方法 

⑴実験デザイン 

「ツナミリアル」は上記のように「語り時間が短い」

「双方向型」を 2 つの特徴としている．この 2 つの特

徴に注目し，「語り時間が長い/短い」「ツナミリアル形

式/通常講話形式」の 2つの条件を変えた 4形式のプロ

グラムを実際に実施した．東北大学の学生に各群 25名

程度を想定して募集した．本研究では形式以外の条件

を揃えるため，語りは 4 群で同一人物による同じ内容

である．表 1に 4形式の概要を示した． 

また学習効果を測定するための質問紙調査をプログ

ラムの事前と事後で実施した． 

⑵学習効果の測定 

本研究ではプログラムの学習効果として，a．没入感

と b．記憶量の 2つの概念に注目した． 

a．語りへの没入感 

語り部学習では災害を追体験できることが効用の 1

つである．語りにどれだけ没入できたかを測定するた

めに，佐藤ら 2）の移入尺度短縮版を用いた．同尺度は 5

項目からなり「語り部さんのお話を聞いているとき，以

下の文で書かれている内容はあなた自身にどれくらい

当てはまっていましたか．」と教示し，5 件法（全く当

てはまらない—非常にあてはまる）で評定させた． 

b．記憶量 

語り部学習では体験や教訓を伝えることが目的の 1つ

である．伝わった状態を評価するために，語りをどれだ

け記憶できたかを評価する必要がある．プログラムの

直後に，語られたことの中でおぼえていることを箇条

書きで列挙させる再生課題（上限：20件）をさせた． 

表 1 実験した 4 形式の概要 
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タイトル 語り部 語り時間 形式 参加者 参加者数

通常講話 A氏 45分 通常講話 大学生 22

通常講話（時短） A氏 15分 通常講話 大学生 22

ツナミリアル A氏 15分 ツナミリアル 大学生 24

ロング版ツナミリアル A氏 45分 ツナミリアル 大学生 29
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３．結果・考察 

⑴語りへの没入感 

図 1 に移入尺度 5 項目の結果を示した．全くあては

まらないを 1，非常にあてはまるを 5として平均点数を

5 項目ごとに算出した．全体傾向ではツナミリアルが他

の 3群と比較して低く，2と 4の項目では特に低い． 

ツナミリアルの語りでは，時系列で避難行動を語る

のではなく，教訓に対応するエピソードを語る形式に

なっている．この形式だと避難行動の流れを聞いてい

る途中で話題が区切られるため，語りに没入しにくか

ったと考えられる．一方で，ロング版ツナミリアルでは

没入感が低くなかったため，教訓を強調した語りでも

十分に情報を提供すれば没入感を損なわないことがわ

かる．ツナミリアルの時短語りでは情報量が少なくな

ってしまうが，語りの中で避難行動のボリュームを増

やす必要がある． 

⑵記憶量 

再生課題の結果を分析するため，本研究では分析単

位として佐藤ら 2）のアイディアユニット（IU）の計測

方法を用いた．まず，4形式で語られた内容を IUにそ

れぞれ分割した．4形式の語りはそれぞれ時間・形式が

異なるが，共通の被災体験を題材にしているため内容

の被りが存在する．その箇所は共通の IUとした．また，

ツナミリアルの内容は語り部の題材の中でも特に重要

な内容となっており，この内容は他の 3 群にも全て含

まれている．上記の IU分割を用いて再生課題の文を IU

認定した．全 IU とツナミリアルの IU の再生課題に含

まれる件数を集計した． 

図 2にツナミリアルの IU記入件数（平均値）の比較

結果を示した．4群で比較するとツナミリアル，通常講

話時短が高い値を取っている．ツナミリアル IUの記入

件数が高いことは，語りの重要部分をよく記憶できた

ことを表してしている．長時間の語りでは，補完的な

情報が多く提供されたために重要な情報を記憶できな

かったと考えられる．ツナミリアルと同様の教訓を強

調したロング版ツナミリアルでも低かったことから，

語り時間が長いと重要な箇所を記憶できなる可能性が

ある． 

４．おわりに 

本研究では震災語り部プログラム「ツナミリアル」の

効果を検証するために 4 群比較の実験を行なった．そ

の結果，ツナミリアルは他の 3 群と比べて没入感が低

く，語り時間を短くした 2 群では語りにおける重要な

パートの記憶量が高いという結果が得られた．  

「ツナミリアル」は語り時間を短縮したが，教訓や被

災体験を伝えるという観点では，通常語り部講話と比

べて大きく劣らず，語りの重要な部分を伝える上では

優っていると言える．一方で，災害を追体験する上で重

要な没入感がやや損なわれたことが示唆された． 

今後は長期的な記憶や，意識の変化や防災行動変容

などを検証していきたい． 
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図 1 移入尺度 5項目の結果比較 図 2 ツナミリアル IU 数の比較 
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1．語り部さんが話している場面に自分がいるように感
じた

2．話を聞いている間、その話に入り込んでいるように
感じた

3．聞いているとき、この物語の結末を知りたいと思っ
た

4．語り部さんの話は自分の感情に影響を与えた

5．語り部さんが話した内容を聞いて、その様子をはっ
きりとイメージすることができた
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